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はじめに  

プレゼンテーションを行う際の資料掲示装置としてプレゼン  

テーションソフトウェアを用いることが→般的になりつつある。  

しかしながらそれらのアプリケーションの操作はマウスやキー  

ボードを用いているため、講演者のそばにコンピュータがなく  

てはならない。プレゼンテーションでは講演者はつねに観客に  

向かって語るべきであるから、遠隔操作ができることが望まし  

い。   

講演者が遠隔操作を行うために、赤外線通信システムにより  

コンピュータのマウスカーソルを移動させる装置も市販されて  

いる。しかし、多くのものが現在のカーソルの座標にたいして  

相対的に位置を指定するため、目標へ素早く移動することがで  

きず、不便を強いられているのが卿犬である。   

また、携帯用ノートパソコンに搭載されている小型カメラを  

用いて講演者の動作を認識し、これによりスライドを進めたり  

戻すなどのプレゼンテーション操作を行うアプリケーション  

「GestwePoint」が島田ら（1）により開発されている。しかしこ  

の機能はスライドの前進後退にとどまり、実際のプレゼンテー  

ションで利用するにはまだ不十分な点が多かった。   

そこで我々は、「GestwePd血」を発展させ、実際のプレゼ  

ンテーションで使用することが出来るシステムを提案する。  

1．システムの糠   

実際のプレゼンテーションの現場ではMicmso氏社の  

PowerPo血tがデファクトスタンダードとなりつつあることか  

ら、今回の研究もWindows上でPowerPoirrtをヌ橡とした。   

W血dows上でPowerPointによ’りスライドショーが実行さ  

れている状態で、さらに講演者の動きを解析して指示を与える  

アプリケーションを実行し、このアプリケーションが  

PowerPo血tに働きかけてプレゼンテーションを補助する。  

図1がシステムの構成図、図2が実際の使用例である。  

図2 実際の使用例  

2．アプリケーション   

GesturePointは講演者の特徴認識、スクリーンとディスプレ  

イでの座標変換、講演者の意図の認識、タ帽βアプリケーション  

との接続部分からなる。   

2．1講演者の特教認識   

講演者の動作検出は、時間差分画像による動領域の抽出で行  

う。動領域の画像から講演者が指示棒で指している点を検出し、  

これを特徴点として用いている（図3）。  

図3 特徴点の検出   

2．1．1検出誤り時の特徴点の推定   

講演者が指示棒を使う場合などに、物体が細いなどの理由で  

特徴点の検出に失敗する場合がある。これを補うため、過去の  

特徴点の履歴から著しく離れた点が検出された場合には、検出  

に失敗したと見なし、履歴から推定される点をつかって代用す  

ることにした（図4）。  

図1システム構成  
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図4 履歴から推定された特徴点  

（移動領域が全く検出されないときでも、灰色で示された履歴か  

ら特徴点を推定している。）  

この際、履歴から推定した点も履歴に追加するため、続けて  

検出に失敗すると推定誤差が累積することになるが、  

・講演者が静止している場合、特徴点も最後に検出された点   

で静止していると解釈できるので、推定を繰り返すことで実   

際の位置との誤差はむしろ小さくなる。  

・一時的に誤差が累積することがあっても、正しい検出が行わ   

れた時点でそれらの誤差はクリアされる。  

といった理由から、このシステムで講演者の動きに追随するこ  

とが出来る。  

1．2スクリーンとディスプレイでの座標変換  

講演者はスクリーンに投影された画面上の位置を指定するこ  

とでコンピュータに対して座標を指示するが、アプリケーショ  

ンが他のソフトウェアやOSにたいしてその動作を反映させる  

には実際のコンピュータ上での座標値が必要なので、スクリー  

ン上での座標系とコンピュータ内での座標系の変換が必要にな  

る。   

スクリーン座標系とディスプレイ座標系を対応づけるために、  

最初にスクリーンに映った画面の四隅をあらかじめ指定してお  

き、この値を元に座標の変換を行う。   

1．3 講演者の意図の認識   

プレゼンテーションにおいてもっとも必要な機能は主に次の  

3つと思われる。  

「スライドの前進」  

「スライドの後胤  

「スライドの一覧」：スライド表示から、スライド一覧表示画面  

に切り替え、特定のスライドを指定すると、そのスライドから  

プレゼンテーションを再開する。   

本研究では、スライド上部に3つの枠を仮想し（図5）、講演者  

が特徴点をその枠内に静止させたとき、その機能を要請してい  

ると見なすことにした。  

図5 仮想枠の例  

3．実装   

カメラからの画像入力にはM血oso氏社の  

ⅥdeoFotWindowsライブラリ，PowerPointとGesturePoint  

の接続にPowerPointのCOMインターフェイス  

（M血oso氏Powerpoint8．00tホctLibraly）を用いている。   

アプリケーション開発環境には、M開発が可能であり、  

COMへの相応が充実していることから、Ⅰ叩血眼社の  

Delph4．0を採用した。  

4．まとめ  

遠隔操作によるプレゼンテーションを実現するアプリケーシ  

ョンを実現した。   

現在はプレゼンテーションに最低限必要な機能しか実現して  

いないが、この装置を使えl潮者がスクリーン上で指示した  

位置をコンピュータが直接認識することが出来るので、マウス  

カーソルを直接操作して、プレゼンテーション時の絶対位置指  

定デバイスとして利用することも可能である。   

また、講演者の動きをコンピュータが認識することにより、  

講演者の意図を読みとり、プレゼンテーションを支援するシス  

テムに発展させていくことも可能と考える。今後はこのような  

知的な支援システムを検討していきたい。   
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